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第 1章 背景・目的と作業フレーム 

 

1.1  背景・目的 

1.1.1  背景 

路線バスは、地域の人々の移動手段として重要な役割を果たしている。特に、電車などが

通っていない地域においては必要不可欠である。しかし、2020 年の新型コロナウイルスの

感染拡大に伴って、公共交通の需要が大幅に減少し、バス会社は減便や路線変更に踏み切る

ことも多くみられるようになった。我々の身近なところでは、筑波大学循環バスというもの

が存在する。循環バスは、広大なキャンパスの移動や様々な地域から通学する人にとって重

要な存在である。しかし、循環バスも新型コロナウイルスによる対面授業の減少などの要因

から需要の低下がみられる。 

このような背景から、我々の班では循環バスの利便性向上による利用促進を演習の対象

とする。 

 

1.1.2  目的 

本演習の目的は以下の３点に大別される。(1)キャンパス交通の利用状況を明らかにする、

(2)学内循環バスに対する利用意識を調査する、(3)学内バスの利用促進案を提案する。 (1)

は、実地調査や関東鉄道バス会社と筑波大学総務課へのヒアリング調査、筑波大学関係者へ

のアンケート調査を用いる。学内バスの利用促進を考える上で、現在の学内バスの利用状況

を明らかにすることは重要だ。(2)にも、アンケートを用いた調査を行う。循環バスの利用

意識を調査し、学内バス利用の阻害要因を発見する。(3)では、アンケート調査と GIS によ

る空間データ分析から、バス利用促進案の需要や効果を予測し具体的な提案を行う。

(1)(2)(3)の目的を、ヒアリング調査、アンケート調査、空間データ分析という 3 つの調査

を行うことで果たし、最終的には学内循環バスの利便性向上による地域公共交通の維持を

目標とする。 

 

1.2 作業フレーム 

ここでは、我々の班の演習工程を以下の図を基に説明していく。 

まず、新型コロナウイルスの拡大による公共交通の利用低下という背景から、演習対象を

我々に身近である筑波大学循環バスの利用促進とした。 

 次に、利用促進案を提案するために必要な利用状況の把握と課題の発見を行った。ここで

は、既往研究の調査や実際にバスに乗車したりバス停を巡ったりする実地調査、小規模なア

ンケート調査を行った。 

 ここで、循環バスの利用促進のためには、自転車とバスを組み合わせたサイクルアンドバ



6 

 

スライド(CBR)や定期券の利用促進が有効で

はないかと考えた。 

続いて、CBR や定期券利用の需要と効果の

予測を行った。ここでは、関東鉄道バス様と筑

波大学総務課へのヒアリング調査、より規模を

大きくしたアンケート調査、GIS を用いた空間

データ分析を行った。 

最後に、これまでの調査結果をもとに具体的

な提案をした。具体的な提案とは、どこのバス

停に CBR の駐輪場を設置するか、定期券販売

促進に必要な施策、などについてである。 

  

図 1.1  演習と作業の流れ 

背景・目的 

CBRと定期券活用の提案 

提案の具体化 

現状把握と課題発見 

 

需要と効果の予測 
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第 2章 既往調査・研究と先行事例 

 

2.1 はじめに 

 本章では、全国の路線バスが直面する現状と課題を提示した後、筑波大学内における路線

バスの利用促進に関する既往研究や、学内バスに関連する既往調査を参照する。既往調査の

結果を踏まえて、自転車を連携させることによる路線バスの利用促進策について、先行事例

を紹介する。 

 

2.2 既往調査・研究 

2.2.1 路線バスの現状と課題 

 新型コロナウイルス感染拡大以前から、地方路線バスは構造的な問題を抱えていたこと

が分かった。とさでん交通株式会社（2019）[1]によると、最大の問題は運転手不足であり、

事業の縮小をせざるを得なくなってきているという。また、利用者の減少により収入が落ち

込み、利便性を下げざるを得なくなりさらに利用者が減少するという悪循環に陥っている

という[1]。自治体からの補助金によって路線バスの赤字を補填することもできず、他の事業

の黒字を使うなど、会社全体としても厳しい状況にあるとのことである[1]。そこに追い打ち

をかけるように新型コロナウイルスの感染が拡大した。乗合バスの利用が 20~30%減少す

るなど、路線バスの経営難に拍車をかけている[2]。住民の日常の足である地域公共交通を維

持するためには、路線バスの経営を安定化させるほかなく、利用促進を図る重要性は増して

いる。 

 つくば市の路線バスにおいては、筑波大学内に乗り入れる路線は特に需要が高いことが

示されており[3]、他の赤字路線を補填する役割を担っていたと言える。しかし、コロナ禍に

よる利用者減少により、大きな収入源を失う形となってしまったと考えられる。 

 

2.2.2 学内バスの利用促進に関する既往研究 

ここで、筑波大学における学内バスの利用促進についての既往研究を紹介する。現在運行

している学内循環バスは、旧学内連絡バスに代わって 2005 年に運行を開始しており、同時

に定期券を発売した（図 2.1）[4]。その後、学内バス利用促進のため、大学関係者に対して

路線図や時刻表などの情報提供を行ったところ、定期券の売り上げ枚数がそれまでの約

3000 枚から約 5000 枚に増加し、輸送人員も倍以上に増加したという[4]。また、定期券を持

った学生は、持っていない学生に比べてバスでつくばセンターを訪れる回数が大きく増加

しており、移動手段の選択肢が多様化し、学生生活が豊かになっていることを示唆している

とする（図 2.2）[4]。 
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図 2.1 旧学内連絡バスと新学内交通システムの相違点 

出典：筑波フォーラム 76号 https://core.ac.uk/download/pdf/56633335.pdf 

 

図 2.2  平日休日別つくばセンター訪問回数 

出典：筑波フォーラム 76号 https://core.ac.uk/download/pdf/56633335.pdf 

 

 この既往研究より、定期券購入を訴えていくことで、バス利用の促進が見込めることが分

かった。そのため、利用促進策に「定期券の利用」を含めることとした。 

  

https://core.ac.uk/download/pdf/56633335.pdf
https://core.ac.uk/download/pdf/56633335.pdf
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2.2.3 学内バス利用・通学手段に関する既往調査 

 筑波大学の 2017 年度学生生活実態調査[5]によると、2017 年時点の学内バスの利用頻度

は、「週に 2 回以上」と答えた人がおよそ 2割いた一方で、「年に数回以下」と答えた人は約

半数に上った（図 2.3）。「年に数回以下」と答えた人に対して利用促進を行えば、バス利用

が増加することが期待できると考えた。 

 

図 2.3 学内バスの利用頻度 

出典：2017 年度学生生活実態調査 

学生生活実態調査には学生の通学手段の調査結果も掲載されている。最も多くの割合を

占めるのは自転車で、雨天時以外で約 87%（図 2.4）、雨天時でも約 68%（図 2.5）となっ

ている[5]。このことから、通学以外の日常的な移動についても自転車がある程度の割合で利

用されていることが推測できる。現在路線バスを利用していない人に対して利用促進を行

うには、自転車の長所を活かしながら、路線バスと連携させることが有効ではないかと考え

た。 

 

図 2.4 筑波大学における雨天時以外の通学手段 

出典：2017 年度学生生活実態調査 

 

図 2.5 筑波大学における雨天時の通学手段 

出典：2017 年度学生生活実態調査 
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2.3 バス・自転車連携の先行事例 

 自転車とバスを連携させて円滑な移動を実現する手段として、サイクルアンドバスライ

ド（CBR）が挙げられる。CBR とは、バス停付近に駐輪場を整備し、自転車からバスへの

乗り継ぎを図るシステムであり[6]、図 2.6 のような使用方法が想定される。利点として、自

転車のみの移動に比べて移動時間を短縮できることなどが挙げられる。 

 

図 2.6 サイクルアンドバスライドの使用例 

 筑波大学キャンパスマスタープラン 2021[7]では、CBRを推進する旨の記載があるものの、

具体的な事業は進展しておらず、具体化に向けて検討していく余地があると考えた。 

 ここでは、先行事例を２点紹介する。栃木県小山市のコミュニティバス「おーバス」は、

バス停付近の商業施設や公共施設が駐輪場を提供し、利用申請をした利用者が、交付された

許可シールを自転車に貼って駐輪するという仕組みを採用している[8]。運行主体の市とバス

停周辺の施設が連携しているほか、駐輪できる人を限定することで放置自転車や目的外の

駐輪を抑制できている[8]。一方、静岡市では、歩道への違法駐輪や自転車による歩行者通行

妨害が課題となる中で、コストを抑えられる公共用地を利用して CBR の駐輪場を整備し、

バスの利用促進と交通安全を同時に図っている[9]。これら手法を応用すれば、学内バスの利

用促進はもちろん、大学内の放置自転車の抑制にも貢献し、安全で快適な学内交通システム

を構築することが可能となるであろう。 
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第 3章  プレアンケート調査 

 

3.1  はじめに 

 本章では、アンケート本調査及び中間発表に際して行ったプレアンケート調査の結果につい

て記述する。アンケートは社会工学類都市計画主専攻の受講者に対して Google フォームを用い

て実施した。 

 

3.2  自転車とバスの関連性について 

 自転車を保有している人の割合は 81.3％であった。自転車を所有している人はバスの利用頻

度が低くなるという傾向が明らかになった。また、バス停までの交通手段として自転車を利

用する人が一定度いることが明らかになった。これらの点から特定のバス停に駐輪場を設置

することでバスの利用を促進することができると考えられる。 

 

図 3.1  自転車保有とバス利用頻度の関連性 
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図 3.2  バス停までの交通手段 

 

3.3  バス停の改善点について 

 どのようなことが改善されたらバスを利用するかという項目について質問紙調査を行うと、

「ダイヤが便利になったら」の項目が最も多く、41.4％を占めた。その他にもバス停近くに十

分な数の駐輪場ができたらなどの項目も割合が比較的高く、改善の可能性が示唆された。 

 

3.4  バス利用頻度と自転車所有の関連性 

 実地調査の結果から、駐輪場の有無をダミー変数化し、バス利用頻度を目的変数として階層

的重回帰分析を行った。すると自転車保有と駐輪場ダミーの間に交互作用がみられ、駐輪場の

設置がバス利用を促進する可能性が示唆された。 
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図 3.3  交互作用グラフ 
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第 4章 実地調査 

 

4.1  はじめに 

 本章では、演習内で行った実地調査の概要とその結果、そしてその考察を記述する。 

 

4.2  調査の概要 

4.2.1  バス乗車調査 

 バスに乗り込んで行った調査について概要を説明する。2021/10/26~27 にかけて、筑波

大学循環系統のバスに表で示した計 6 便に乗車した。計 6 便の乗車によって、平日に朝、

昼、夕の各時間帯、右回りと左回りの両方向を網羅的に調査した。また、天気は両日とも曇

りであった。 

表 4.1:乗車調査したバスの一覧 

日付 系統 時刻 

2021/10/26 (火) 
筑波大学循環(左回り) つくばセンター 17:30 発 

筑波大学循環(右回り) つくばセンター 18:40 発 

2021/10/27 (水) 

筑波大学循環(左回り) つくばセンター 8:20 発 

筑波大学循環(右回り) つくばセンター 9:20 発 

筑波大学循環(左回り) つくばセンター 14:10 発 

筑波大学循環(右回り) つくばセンター 15:00 発 

 

 バス 1 便にはバス前方、中央部、後方に 1 人ずつの計 3 人が乗車を行った。前方に座る

調査員はバス停への到着・出発時刻の記録と、降車客の運賃精算方法の記録を行った。中央

部、後方に座る調査員はバス利用客の着席位置と乗車・降車バス停の紐づけを行うことによ

って、OD 調査を行った。 

 

4.2.2  バス停周辺の調査 

 筑波大学循環系統のバス停周辺の調査について概要を説明する。 2021/10/25 

12:00~14:00 にかけて、班員 2名が自転車で巡回を行い、筑波大学循環系統のすべてバス停

周辺の状況を調査した。具体的には、バス停周辺にある自転車、放置自転車の数、バス停周

辺にあるイス・ベンチの数の調査を行った。 

 

4.3  調査結果 

4.3.1  バス乗車調査 

 図 4.1～4.6は調査した計 6便それぞれについて、OD 調査、各停留所の到着・出発時刻、

運賃の精算方法をまとめたものである。 
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図 4.1  OD調査表 筑波大学循環(左回り) 17:30 発 

 

図 4.2  OD調査表 筑波大学循環(右回り) 18:40 発 

調査日

発地・時刻

系統

1 2 3 4 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 計 時刻表 到着 出発 停車時間 遅延

1 つくばセンター 1 1 1 1 1 2 2 1 10 17:30

2 吾妻小学校 0 17:31

3 筑波大学春日エリア前 0 17:32

4 筑波メディカルセンター前 0 17:33

25 メディカルセンター病院 0 17:34

24 追越宿舎東 0 17:35

23 天久保二丁目 0 17:36

22 天久保池 1 1 17:37

21 合宿所 0 17:38

20 天久保三丁目 0 17:39

19 松美池 0 17:40

18 大学公園 0 17:41

17 筑波大学中央 1 1 17:42 17:43:45 +1

16 TARAセンター前 0 17:43 17:44:20 17:44:20 0:00:00 +1

15 大学植物見本園 0 17:44 17:45:26 17:45:26 0:00:00 +1

14 一ノ矢学生宿舎前 0 17:45 17:46:12 17:46:29 0:00:17 +1

13 農林技術センター 1 1 17:46 17:47:23 17:47:31 0:00:08 +1

12 虹の広場 1 1 17:48 17:49:20 17:49:30 0:00:10 +1

11 第三エリア前 1 5 6 17:49 17:50:37 17:50:56 0:00:19 +1

10 第一エリア前 7 7 17:50 17:51:37 17:52:06 0:00:29 +2

9 大学会館前 1 1 2 4 17:51 17:53:00 17:53:16 0:00:16 +2

8 筑波大学西 2 2 17:52 17:53:44 17:54:00 0:00:16 +2

7 平砂学生宿舎前 2 2 17:53 17:55:41 17:55:54 0:00:13 +2

6 追越学生宿舎前 0 17:54 17:56:32 17:56:45 0:00:13 +2

5 筑波大学病院入口 5 5 17:55 17:59:48 18:00:07 0:00:19 +5

4 筑波メディカルセンター前 0 17:56 18:04:18 18:04:24 0:00:06 +8

3 筑波大学春日エリア前 2 2 17:57 18:06:01 18:06:16 0:00:15 +9

2 吾妻小学校 0 17:58 18:07:40 18:07:40 0:00:00 +9

1 つくばセンター 0 18:05 18:09:44 +4

0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 2 1 2 0 0 2 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 28 42

交通系IC利用 1 1 1 9 12

現金利用 1 1 1 3

定期券利用 2 2 1 1 1 1 19 27

C10 筑波大学循環(左回り)

発 / 着

計

支

払

学内循環バス 実地調査記録

2021年10月26日 火曜日

17:30 つくばセンター発

調査日

発地・時刻

系統

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 4 3 2 1 計 時刻表 到着 出発 停車時間 遅延

1 つくばセンター 1 3 1 5 18:40 18:40:00

2 吾妻小学校 0 18:41 18:41:29 18:41:29 0:00:00

3 筑波大学春日エリア前 0 18:42 18:42:45 18:42:58 0:00:13

4 筑波メディカルセンター前 0 18:43 18:43:35 18:43:35 0:00:00

5 筑波大学病院入口 0 18:44 18:44:57 18:44:57 0:00:00

6 追越学生宿舎前 0 18:45 18:45:27 18:45:27 0:00:00

7 平砂学生宿舎前 1 1 18:46 18:45:57 18:46:12 0:00:15

8 筑波大学西 0 18:47 18:47:37 18:47:51 0:00:14

9 大学会館前 0 18:48 18:48:10 18:48:10 0:00:00

10 第一エリア前 0 18:49 18:48:49 18:49:05 0:00:16

11 第三エリア前 0 18:50 18:49:36 18:49:36 0:00:00 -1

12 虹の広場 0 18:51 18:50:27 18:50:27 0:00:00 -1

13 農林技術センター 0 18:52 18:51:38 18:51:38 0:00:00 -1

14 一ノ矢学生宿舎前 0 18:54 18:53:07 18:54:02 0:00:55

15 大学植物見本園 0 18:55 18:55:14 18:55:14 0:00:00

16 TARAセンター前 1 1 18:56 18:56:55 18:57:02 0:00:07 +1

17 筑波大学中央 1 2 3 18:57 18:57:37 18:57:51 0:00:14

18 大学公園 0 18:57 18:58:21 18:58:31 0:00:10 +1

19 松美池 1 1 18:58 18:59:02 18:59:10 0:00:08 +1

20 天久保三丁目 1 1 18:59 18:59:55 19:00:02 0:00:07 +1

21 合宿所 0 19:01 19:01:13 19:01:13 0:00:00

22 天久保池 1 1 19:02 19:01:56 19:02:10 0:00:14

23 天久保二丁目 0 19:03 19:03:28 19:03:40 0:00:12

24 追越宿舎東 0 19:04 19:04:16 19:04:27 0:00:11

25 メディカルセンター病院 1 1 19:05 19:06:09 19:06:16 0:00:07 +1

4 筑波メディカルセンター前 1 1 19:06 19:07:02 19:07:10 0:00:08 +1

3 筑波大学春日エリア前 0 19:07 19:08:39 19:08:39 0:00:00 +1

2 吾妻小学校 0 19:08 19:09:53 19:09:53 0:00:00 +1

1 つくばセンター 0 19:15 19:12:17 -3

0 0 1 0 0 0 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 7 15

交通系IC利用 2 1 3

現金利用 0

定期券利用 1 1 1 1 1 1 6 12

発 / 着

計

支

払

C10 筑波大学循環(右回り)

学内循環バス 実地調査記録

2021年10月26日 火曜日

18;40 つくばセンター発
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図 4.3  OD調査表 筑波大学循環(左回り) 8:20 発 

 

調査日

発地・時刻

系統

1 2 3 4 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 計 時刻表 到着 出発 停車時間 遅延

1 つくばセンター 4 3 1 1 2 4 4 2 21 8:20 8:21:28 +1

2 吾妻小学校 0 8:21 8:25:12 8:25:12 0:00:00 +4

3 筑波大学春日エリア前 0 8:22 8:26:22 8:26:22 0:00:00 +4

4 筑波メディカルセンター前 0 8:23 8:29:01 8:30:04 0:01:03 +7

25 メディカルセンター病院 0 8:24 8:32:04 8:32:19 0:00:15 +8

24 追越宿舎東 1 2 1 4 8:24 8:33:47 8:34:25 0:00:38 +10

23 天久保二丁目 2 1 1 4 8:26 8:35:17 8:35:40 0:00:23 +9

22 天久保池 1 1 2 8:27 8:37:10 8:37:33 0:00:23 +10

21 合宿所 0 8:28 8:38:28 8:38:47 0:00:19 +10

20 天久保三丁目 0 8:29 8:39:37 8:39:56 0:00:19 +10

19 松美池 0 8:30 8:41:50 8:41:50 0:00:00 +11

18 大学公園 0 8:31 8:42:22 8:42:42 0:00:20 +11

17 筑波大学中央 0 8:32 8:43:13 8:43:45 0:00:32 +11

16 TARAセンター前 0 8:33 8:44:26 8:44:40 0:00:14 +11

15 大学植物見本園 0 8:34 8:45:50 8:45:50 0:00:00 +11

14 一ノ矢学生宿舎前 2 2 8:35 8:47:17 8:47:39 0:00:22 +12

13 農林技術センター 0 8:36 8:49:10 8:49:10 0:00:00 +13

12 虹の広場 0 8:38 8:50:36 8:50:36 0:00:00 +12

11 第三エリア前 0 8:39 8:52:13 8:52:13 0:00:00 +13

10 第一エリア前 0 8:40 8:52:52 8:53:07 0:00:15 +13

9 大学会館前 2 2 8:41 8:54:04 8:54:25 0:00:21 +13

8 筑波大学西 3 3 8:42 8:54:52 8:55:16 0:00:24 +13

7 平砂学生宿舎前 1 4 5 8:43 8:57:33 8:58:03 0:00:30 +15

6 追越学生宿舎前 0 8:44 8:58:45 8:58:45 0:00:00 +14

5 筑波大学病院入口 0 8:45 8:59:27 8:59:42 0:00:15 +14

4 筑波メディカルセンター前 0 8:46 9:01:08 9:01:08 0:00:00 +15

3 筑波大学春日エリア前 0 8:47 9:02:45 9:02:45 0:00:00 +15

2 吾妻小学校 0 8:48 9:03:57 9:03:57 0:00:00 +15

1 つくばセンター 0 8:55 9:05:16 +10

0 0 0 4 3 0 0 2 1 4 0 6 6 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 12 43

交通系IC利用 3 2 1 1 1 1 1 4 14

現金利用 0

定期券利用 1 1 1 4 6 5 1 2 7 28

1不明

C10 筑波大学循環(左回り)

発 / 着

計

支

払

学内循環バス 実地調査記録

2021年10月27日 水曜日

8:20 つくばセンター発
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図 4.4  OD調査表 筑波大学循環(右回り) 9:20 発 

 

図 4.5  OD調査表 筑波大学循環(左回り) 14:10 発 

調査日

発地・時刻

系統

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 4 3 2 1 計 時刻表 到着 出発 停車時間 遅延

1 つくばセンター 1 1 9:20 9:21:04 9:21:21 +1

2 吾妻小学校 0 9:21 9:23:05 9:23:05 0:00:00 +2

3 筑波大学春日エリア前 0 9:22 9:24:24 9:24:24 0:00:00 +2

4 筑波メディカルセンター前 0 9:23 9:25:55 9:25:55 0:00:00 +2

5 筑波大学病院入口 0 9:24 9:27:30 9:27:30 0:00:00 +3

6 追越学生宿舎前 0 9:25 9:28:24 9:28:24 0:00:00 +3

7 平砂学生宿舎前 0 9:26 9:29:14 9:29:14 0:00:00 +3

8 筑波大学西 0 9:27 9:30:32 9:30:32 0:00:00 +3

9 大学会館前 0 9:28 9:30:54 9:30:54 0:00:00 +2

10 第一エリア前 0 9:29 9:32:18 9:32:18 0:00:00 +3

11 第三エリア前 0 9:30 9:32:55 9:32:55 0:00:00 +2

12 虹の広場 0 9:31 9:33:42 9:33:42 0:00:00 +2

13 農林技術センター 0 9:32 9:34:37 9:34:50 0:00:13 +2

14 一ノ矢学生宿舎前 0 9:34 9:36:04 9:36:04 0:00:00 +2

15 大学植物見本園 0 9:35 9:36:53 9:36:53 0:00:00 +1

16 TARAセンター前 0 9:36 9:37:39 9:37:39 0:00:00 +1

17 筑波大学中央 0 9:37 9:38:00 9:38:00 0:00:00 +1

18 大学公園 0 9:37 9:38:15 9:38:15 0:00:00 +1

19 松美池 0 9:38 9:38:37 9:38:37 0:00:00

20 天久保三丁目 1 1 9:39 9:39:51 9:40:01 0:00:10 +1

21 合宿所 0 9:41 9:41:08 9:41:08 0:00:00

22 天久保池 0 9:42 9:41:46 9:41:46 0:00:00 -1

23 天久保二丁目 1 1 9:43 9:42:38 9:42:48 0:00:10 -1

24 追越宿舎東 1 1 9:44 9:43:27 9:43:43 0:00:16 -1

25 メディカルセンター病院 0 9:45 9:44:45 9:44:45 0:00:00 -1

4 筑波メディカルセンター前 0 9:46 9:46:01 9:46:01 0:00:00

3 筑波大学春日エリア前 0 9:47 9:47:39 9:47:39 0:00:00

2 吾妻小学校 0 9:48 9:48:44 9:48:57 0:00:13

1 つくばセンター 0 9:55 9:50:42 -5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 4

交通系IC利用 1 1

現金利用 0

定期券利用 1 1 1 3

発 / 着

計

支

払

C10 筑波大学循環(右回り)

学内循環バス 実地調査記録

2021年10月27日 水曜日

9:20 つくばセンター発

調査日

発地・時刻

系統

1 2 3 4 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 計 時刻表 到着 出発 停車時間 遅延

1 つくばセンター 1 1 2 1 1 6 14:10 14:09:57 -1

2 吾妻小学校 0 14:11 14:11:03 14:11:03 0:00:00

3 筑波大学春日エリア前 0 14:12 14:11:46 14:11:46 0:00:00 -1

4 筑波メディカルセンター前 0 14:13 14:13:05 14:13:05 0:00:00

25 メディカルセンター病院 0 14:14 14:13:51 14:13:51 0:00:00 -1

24 追越宿舎東 0 14:15 14:14:51 14:15:09 0:00:18

23 天久保二丁目 1 1 1 3 14:16 14:15:52 14:16:13 0:00:21

22 天久保池 0 14:17 14:17:13 14:17:13 0:00:00

21 合宿所 0 14:18 14:17:54 14:17:54 0:00:00 -1

20 天久保三丁目 1 1 14:19 14:18:37 14:19:10 0:00:33

19 松美池 0 14:20 14:19:51 14:19:51 0:00:00 -1

18 大学公園 0 14:21 14:20:30 14:21:03 0:00:33

17 筑波大学中央 0 14:22 14:21:37 14:22:02 0:00:25

16 TARAセンター前 0 14:23 14:22:36 14:22:36 0:00:00 -1

15 大学植物見本園 0 14:24 14:23:19 14:23:19 0:00:00 -1

14 一ノ矢学生宿舎前 0 14:25 14:24:14 14:24:36 0:00:22 -1

13 農林技術センター 1 1 14:26 14:25:58 14:26:09 0:00:11

12 虹の広場 0 14:28 14:27:15 14:27:15 0:00:00 -1

11 第三エリア前 0 14:29 14:28:17 14:28:44 0:00:27 -1

10 第一エリア前 3 3 14:30 14:29:27 14:29:42 0:00:15 -1

9 大学会館前 1 1 2 14:31 14:30:33 14:30:47 0:00:14 -1

8 筑波大学西 3 3 14:32 14:31:08 14:31:23 0:00:15 -1

7 平砂学生宿舎前 2 2 14:33 14:32:49 14:33:05 0:00:16

6 追越学生宿舎前 0 14:34 14:33:34 14:33:34 0:00:00 -1

5 筑波大学病院入口 1 1 14:35 14:34:12 14:34:27 0:00:15 -1

4 筑波メディカルセンター前 0 14:36 14:35:32 14:35:32 0:00:00 -1

3 筑波大学春日エリア前 0 14:37 14:37:15 14:37:15 0:00:00

2 吾妻小学校 0 14:38 14:38:10 14:38:24 0:00:14

1 つくばセンター 0 14:42 14:40:10 -2

0 0 0 0 0 1 1 0 0 2 0 1 2 0 0 2 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 10 22

交通系IC利用 3 3

現金利用 1 1 1 3

定期券利用 1 2 2 2 1 1 1 6 16

C10 筑波大学循環(左回り)

発 / 着

計

支

払

学内循環バス 実地調査記録

2021年10月27日 水曜日

14:10 つくばセンター発
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図 4.6  OD調査表 筑波大学循環(右回り) 15:30 発 

 

4.3.2  バス停周辺の調査 

 図 4.7 は筑波大学循環の各バス停の周辺に駐輪されている自転車の台数を示したもので

ある。また、図 4.8 の写真は「天久保三丁目」バス停付近を写したもので、バス停に隣接す

る公園付近に自転車が止められている様子が見てとれる。 

調査日

発地・時刻

系統

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 4 3 2 1 計 時刻表 到着 出発 停車時間 遅延

1 つくばセンター 1 4 1 2 1 2 11 15:00 14:57:05 15:00:04 0:02:59

2 吾妻小学校 0 15:01 15:02:28 15:02:28 0:00:00 +1

3 筑波大学春日エリア前 0 15:02 15:03:39 15:03:39 0:00:00 +1

4 筑波メディカルセンター前 0 15:03 15:04:14 15:04:14 0:00:00 +1

5 筑波大学病院入口 0 15:04 15:05:34 15:05:49 0:00:15 +1

6 追越学生宿舎前 1 1 15:05 15:06:32 15:06:40 0:00:08 +1

7 平砂学生宿舎前 0 15:06 15:07:22 15:07:48 0:00:26 +1

8 筑波大学西 0 15:07 15:09:13 15:09:13 0:00:00 +2

9 大学会館前 0 15:08 15:09:31 15:09:46 0:00:15 +1

10 第一エリア前 0 15:09 15:10:37 15:10:55 0:00:18 +1

11 第三エリア前 0 15:10 15:11:35 15:11:47 0:00:12 +1

12 虹の広場 0 15:11 15:12:45 15:12:45 0:00:00 +1

13 農林技術センター 1 1 2 15:12 15:13:40 15:13:52 0:00:12 +1

14 一ノ矢学生宿舎前 0 15:14 15:15:13 15:15:13 0:00:00 +1

15 大学植物見本園 0 15:15 15:16:01 15:16:01 0:00:00 +1

16 TARAセンター前 0 15:16 15:16:52 15:17:03 0:00:11 +1

17 筑波大学中央 0 15:17 15:17:34 15:17:34 0:00:00

18 大学公園 1 1 1 3 15:17 15:17:57 15:18:20 0:00:23 +1

19 松美池 0 15:18 15:18:52 15:19:07 0:00:15 +1

20 天久保三丁目 4 4 15:19 15:19:51 15:20:09 0:00:18 +1

21 合宿所 0 15:21 15:21:05 15:21:05 0:00:00

22 天久保池 0 15:22 15:22:00 15:22:00 0:00:00

23 天久保二丁目 4 4 15:23 15:23:03 15:23:24 0:00:21

24 追越宿舎東 1 1 15:24 15:24:05 15:24:15 0:00:10

25 メディカルセンター病院 0 15:25 15:25:32 15:25:32 0:00:00

4 筑波メディカルセンター前 0 15:26 15:26:14 15:26:14 0:00:00

3 筑波大学春日エリア前 0 15:27 15:27:08 15:27:22 0:00:14

2 吾妻小学校 0 15:28 15:29:08 15:29:08 0:00:00 +1

1 つくばセンター 0 15:33 15:30:18 -3

0 0 0 0 1 0 4 0 1 2 1 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 1 0 11 26

交通系IC利用 3 1 1 2 3 10

現金利用 2 2

定期券利用 1 1 1 1 2 1 1 7 15

備考: 乗車地不明 →　つくばセンター下車の乗客1名有り(調査漏れ)

発 / 着

計

支

払

C10 筑波大学循環(右回り)

学内循環バス 実地調査記録

2021年10月27日 水曜日

15:00 つくばセンター発



19 

 

 

図 4.7  バス停周辺の駐輪自転車台数 

 

図 4.8  「天久保三丁目」バス停付近に止められている自転車 

 

4.4  調査結果からの考察 

4.4.1  OD調査の結果より 

 OD 調査の結果をつくばセンター利用者と非利用者に分けて分析を行った。ここで、つく

ばセンター利用者は、つくばセンターで乗車または降車を行った乗客のことを指す。図はそ

れぞれ、左回り、右回りのつくばセンター利用者の OD 調査の結果である。左回り、右回

りともに「一ノ矢学生宿舎前」までに多くの乗客が降車を行っており、またそれ以降に多く

の乗客が乗車を行っている。遠回りになるような利用をする乗客は少ないが、全くいないと

いうわけではないこともこれらの図から見て取れる。これは、次に発車する逆回りのバスを

待つよりも目的地に早く着く可能性があることや、バス停で次の逆回りのバスを待つより

自転車台数右 自転車台数左

つくばセンター 0 0

吾妻小学校 0 0

筑波大学春日エリア前 0 0 大学の駐輪場に自転車多数

筑波メディカルセンター前 0 0

筑波大学病院入口 0 3

追越学生宿舎前 0 0

平砂学生宿舎前 0 0

筑波大学西 0 0

大学会館前 0 11 高速バスの可能性

第一エリア前 0 0

第三エリア前 0 0

虹の広場 0 0

農林技術センター 0 1

一ノ矢学生宿舎前 0 1

大学植物見本園 0 0

第二エリア前 0 0

TARAセンター前 0 0

筑波大学中央 0 0 周りの建物に駐輪場多数

大学公園 0 0

松美池 15 0 周りの建物に駐輪場多数

天久保三丁目 13 0

合宿所 0 0

天久保池 0 0

天久保二丁目 1？ 0 公園に1台

追越宿舎東 0 0

メディカルセンター病院 0 0
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も、バスに乗車して座席に座ることができることを優先している可能性がある。 

 つぎに、図はそれぞれ、左回り、右回りのつくばセンター非利用者の OD 調査の結果で

ある。まず、つくばセンター非利用者は調査での全乗客の 18.4%と、つくばセンター利用者

に比べて少数であった。また、特徴的だったのは、左回りの「追越宿舎東」「天久保二丁目」

からの乗車が多かったことである。これらで乗車した乗客の降車地を見ると、その全てが

「天久保池」～「第一エリア前」となっており、大学構内への短距離利用が主になっている

と推測することができる。 

 

図 4.9  つくばセンター利用者のOD (左回り) 
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図 4.10  つくばセンター利用者のOD (右回り) 

 

図 4.11  つくばセンター非利用者のOD (左回り) 

 

図 4.12  つくばセンター非利用者のOD (右回り) 

 

4.4.2  運賃精算方法の結果より 

運賃の精算方法の割合は図のようになった。学内定期券を利用している人が最も多く、全乗

客の 67％だった。次いで交通系 IC の利用が多く 28%、現金利用は 5％だった。学内定期券

の利用が多いことはこの路線の大きな特徴である。 
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図 4.13  運賃精算方法の割合 

 

4.4.3  バス停回りの調査結果より 

 バス停周辺に止められている自転車があるバス停は少なかった。中でも、止められている

台数が多かったのは「大学会館前」「松美池」「天久保三丁目」の 3停留所である。このうち、

「大学会館前」については、東京駅へ向かう高速バスの停留所でもあるため、自転車を駐輪

しているのは高速バス利用者の可能性もあると考えられる。一方、「松美池」「天久保三丁目」

については、駐輪しているのは学内循環バス利用者である可能性が非常に高い。居住してい

る学生が多い一方で、学内循環バスの路線から少し離れている桜地区、天久保四丁目地区か

ら最も近い停留所は「松美池」「天久保三丁目」の両者であり、それらの地区からやってき

たバス利用者が駐輪している可能性があると推測することができる。 
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第 5章 ヒアリング調査 

 

5.1 はじめに 

学内循環バスを運営する関東鉄道バス、およびキャンパス定期券を販売する部署である

筑波大学総務部総務課に対して、ヒアリング調査を行った。目的はバスの運営側や大学とし

て定期券を販売する主体の意見の調査である。 

 

5.2 関鉄バスへのヒアリング 

5.2.1  概要 

2021 年 12 月 6 日に、オンライン会議で質問へ回答いただいた。総務部の菊地様と自動

車部の橋本様に後述する事柄を伺った。 

 

5.2.2 質問・回答と考察 

「大学循環バスの利用客増加のために今まで検討・実施してきたこと、特にこれまで検討

されたが実施されなかったことがあれば、その経緯や理由を教えていただきたい」という質

問に対して、平成 26 年に大学の半額補助を停止し、価格が 4000 円台から 8000 円台へ値上

げされて以降、販売数が減少していたと回答いただいた。また、朝に臨時便を出してサービ

ス改善を図ってきた。定期券の販売促進は大学に要請していた。以上より、関鉄バスが筑波

大学在籍者に限定した利用客増加をねらう取り組みを実行してきたとは考えにくい。以上

より、筑波大学在籍者の需要や選好を調査し、改善策を検討する意義があると推測する。 

「コロナ以前から運転手不足や車両更新の必要性など、厳しさを増していた公共交通に

とって、コロナが追い打ちをかけているという認識だ。コロナ前後の比較を含みつつ現状の

認識と、今後どのように需要が推移すると考えているか伺いたい。」との質問に対して、運

転士不足はバス業界全体の問題であり、特につくばは都心に近いため、より需要のある都心

での業務に運転士が吸収されてしまっていると回答いただいた。また、今年は車両更新は滞

っており、今後筑波大学で対面授業が増えればバス利用者の増加が見込まれ、何とかやって

いけるが、現在と授業の形態が変わらないのであれば厳しい。さらに、コロナ禍によってイ

ンバウンドはほとんどなくなってしまっており、厳しい状況であるといえるそうだ。コロナ

前後で公共交通の運営に厳しさが増していたことは関東鉄道バス管轄内でも同様であり、

特に学内循環バスは筑波大学の在籍者の利用に依存していることが推測される。授業形態

で大きく需要が変化することも示唆される。 

また、率直に「関東鉄道様から「学生」利用についてどのようなことを望んでいるのか。」

と伺ったところ、自転車の方が便利なのは仕方がないがもっと利用してほしいと回答いた

だいた。自転車で移動する学生への理解はあるものの、そのような学生が利用するためには、

バスの利便性を向上することが期待される。 
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5.3 総務課へのヒアリング 

5.3.1 概要 

総務課の西川様に、関鉄と同様に、オンライン上の会議で質問に回答いただいた。総務課

を調査の対象としたのは、キャンパス定期券を発行する部署であるためだが、この研究で対

象とした駐輪場整備に関しても回答可能な範囲で伺った。 

 

5.3.2  質問・回答と考察 

 まず定期券について、売れ残りの枚数を質問した。定期券の販売には二段階あり、初めに

6000 枚仕入れて、それが売り切れた場合に追加で購入するという手順である。コロナ以前

は、はじめの枚数分は毎年売り切れており、追加して購入していたそうだ。しかし、令和 2

年度も令和 3年度（今年度）も初めの 6000 枚が売り切れず、それぞれ 2000 枚、1600 枚売

れ残っている。したがって、令和 2 年度は 4000 枚程度、令和 3 年度は 4400 枚程度しか売

れていない。令和 3 年度の学生数は 9715 人、教職員が 2708 人（附属病院を含む）で合計

が 12403 人であるから、3 割から 4 割程度の保有率である。定期券は月に 2 回バスを利用

すれば元が取れる金額での販売であるため、本年度定期券非保有の 6000 人ほどは、バスを

利用する頻度が月に二回以下であることが推測される。定期券の保有がバス利用促進に直

結するという裏付けはこのヒアリング調査からはできないが、非保有者におけるバスとい

う選択肢を増やす意義は、上記の関鉄バスへのヒアリングの回答のうち「自転車のほうが便

利なのは理解できるが、もっとバスを利用してほしい」という要望からも示唆される。 

関鉄バスのヒアリングの際も触れられた、平成 26年の定期券値上げに伴う売り上げの増

減については、数千枚の減少であったと回答いただいた。しかし、それ以上大きく減少する

ことはなく、令和元年度のコロナ禍以前までは安定傾向にあったという。二年以上継続して

定期券を購入する割合について、平成 31年の 4月のアンケートによると回答母数の 5 割程

度だった。バスを定期的に利用する人にとっては重要な交通手段であることやその人数は

一定の割合を保つことが推測された。 

続いて、サイクルアンドバスライドについて、キャンパスマスタープランに記載があるが、

現在、具体的な取り組みの進捗や需要予測を伺ったところ、2040 年までのプランであり実

行に進めていない。大学内では特に施設の老朽化が進んでいるので、基盤的なところが優先

されており、CBR についてはまだ検討されていないそうだ。新たな駐輪場整備には時間が

かかりそうだ。 
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第６章 アンケート分析 

 

6.1  はじめに 

 本章では、演習内で行ったアンケート分析の概要とその結果、そしてその考察を記述する。 

 

6.2  分析の概要 

 調査期間は 2021 年 12 月 6 日～12 月 10 日で調査方法は googleform を利用。調査対象は筑波

大学の学生、大学院生、教職員。回答者数は 105 名。設問は以下の通りで、主に定期券と CBR

についての設問を作った。 

 

6.3  分析結果と考察 

 6.3.1  現状 

図 6.1 バスの利用頻度（2017 年学生生活実態調査[5]） 

図 6.2 バスの利用頻度（アンケート） 

 2017 年（コロナ前）のバス利用頻度と今年度のバス利用頻度について比較をした。「ほぼ

毎日」は 2％減少している。これはコロナによる対面授業減少を示していると考えられる。

「週に 2~3 回」は逆に約二倍となっている。これは、コロナの状況に従った授業形態が「週

に 2~3 回」になっていることを示している。「ほぼ毎日」から「月に 2~3回」をバスの利用

頻度が高いとすると、高利用層の減少がみられる。このことからバスはコロナの影響を大い

に受けていると考えられる。 
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図 6.3  定期券保有とバス利用頻度 

「ほぼ毎日」、「週に 2~3 回」は「現在利用できるものを持っている」が多くなっている。

「月に 2~3 回」を境に「現在利用できるものを持っている」の大幅な減少がみられる。よ

って定期券の購入する層である「月に 2~3 回」は重要な頻度である。ここで図 6.1、6.2 で

は「月に 2~3 回」は約半分に減少していた。つまりこの人たちの減少が定期券の販売枚数

に影響を与えたと考えられる。 
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6.3.2 CBR 

 6.3.2.1 自転車（中間） 

図 6.4 自転車保有の有無 

図 6.5 自転車保有とバスの利用頻度 

71%

あなたは現在、つくば市内で自由に使える自転車を

保有していますか？

はい いいえ
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図 6.6 乗車バス停ごとの自宅からバス停までの移動手段 

図 6.4 より、現在つくば市内で自分で使うことのできる自転車を保有している人の割合は

71%でほとんどの人が自転車を保有していると分かる。図 6.5 では自転車保有とバスの利用

頻度の関係を示していて、バスの利用頻度が低い（「月に 1回」～「利用しない」）人は自転

車を持っている人が多い傾向にある。このことは自転車で行ける範囲なら時間がかかって

も自転車で行っているという行動が予想される。図 6.6 は自宅からの交通手段とその乗車場

所の関係を示している。このグラフで重要な点は実際にバス停まで自転車で向かっている

人が少なからずいるということだ。現状でも CBRの需要は一定数あると考えられる。この

三つの図は駐輪場を作ることで大きな変化を見ることができるだろう。 
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6.3.2.2 バスのODと利用目的 

図 6.7 乗車したバス停 

図 6.8 降車したバス停 
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図 6.9 学内循環バス利用の主目的 

図 6.7 よりバスの乗車客数の多い場所がわかる。図 6.8 よりつくばセンターでの降車が半

数を超えていることがわかる。このことは図 6.9 にもあるように「通学」だけでなく「TX

利用時」にも多くの利用があることを示している。 
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 6.3.2.3 満足度 

上で述べたように、通学と TX 利用時の二つがほかの項目より多くなっていることがわ

る。そこで通学でのバス利用と TX利用のバス利用では CBR への意識に違いがあるのでは

と考えた。そのため以下では「通学」と「TX利用時（通学以外）」の二つの満足度につい

てそれぞれ検証を行った。 

 

図 6.11 通学のための移動の居住地別満足度
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図 6.12 通学以外のための移動の居住地別満足度 

この二つの図は１を「不満がある」、５を「満足している」としアンケートをとった。図

6.11 より「つくば市外からの自宅通学」の満足度が低いことがわかる。他の選択肢は比較的

満足度が高くなっている。このことはバスに乗るより自転車に乗って通学したほうがメリ

ットが多いと考えている人が多いことを示している。また図 6.12 より宅通と学内循環バス

から離れた地域において満足度が低くなっている。つまり公共交通機関でのつくばセンタ

ーへのアクセスの悪さが満足度に影響を与えている可能性が高いと考えられる。以上より

CBR の効果を調べるのに目的地を「つくばセンター」にしたほうが効果が得られると考え

る。 

 

 6.3.2.4 CBR 利用意向 

どこに CBR の駐輪場を作るのが良いかを知るためにどこのバス停近くに需要があり、祖

いて利用意向が高いかを調べた。 
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図 6.13 CBRの利用意向があるバス停 

居住地 CBR 利用意向なし CBR 利用意向あり 居住者数 

天久保 1丁目 0 1 1 

天久保 2丁目 7 5 12 

天久保 3丁目 5 10 15 

天久保 4丁目 3 4 7 

春日 2 丁目 1 0 1 

春日 3 丁目 0 3 3 

春日 4 丁目 3 9 12 

桜 1丁目 0 2 2 

桜 2丁目 0 3 3 

桜 3丁目 0 2 2 

天王台 1 1 2 

柴崎 1 0 1 

吾妻 1 0 1 

要 0 1 1 

つくば市内から自宅通学 4 6 10 

つくば市外から自宅通学 14 9 23 

その他 5 4 9 

合計 45 60 105 

図 6.14 居住地別の CBR 利用意向 

サイクルアンドバスライドについての意識調査も行った。このアンケートでは「どのバス
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停に駐輪場が整備されたら CBR を実行しようと思いますか？」という設問を複数回答で設

けた。その結果、候補地として最も回答が多かったのはつくばセンターであったが、これは

CBR の趣旨とは少し異なっており、ふさわしくはないと考える。つくばセンターを除けば、

最も回答が多かったのは平砂学生宿舎前、筑波大学西、天久保三丁目で、それに次いで松美

池となっている。 

一方、どのバス停に整備されても実行する可能性は低いという選択肢を選んだ人も多く

なっている。ここで、図 6.14 はこの選択肢を選んだ人を「CBR利用意向なし」として集計

したものである。天久保地区や宅通の人にこの選択肢を選んだ人が多く、春日や桜は少なく

なっている。この結果から、循環バスから離れた地域に住む人々には CBRの需要があると

考えられる。 

 

6.3.3 定期券 

 6.3.3.1 定期券の現状 

図 6.15 定期券の保有状況 
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図 6.16 定期券の認知状況 

図 6.15 より定期券を持っている人は 35%となっている。コロナ以前より減少しているこ

とがわかっている。また図 6.16 では定期券があることを知っている人は多くいることがわ

かる。しかしこれから下で述べていくが、定期券があるというころだけしか知らず、その内

情まで詳しく知っている人は多くはないのではないかと考える。 
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  6.3.3.2  定期券を購入していない人へ 

購入しなかった理由の候補 平均値 

⑬他の交通手段のほうが便利だと感じるため 3.88  

①価格が高いため 3.00  

⑧待ち時間があるため 2.32  

②購入の手続きが面倒だったため 2.31  

⑦バスでは移動に時間がかかるため 2.29  

⑥バスの運行本数が少ないため 2.25  

⑪バス停までのアクセスが悪いため 1.93  

⑫バスの利用は疲れるため 1.79  

➄利用期間が 1 年だと不便なため 1.74  

④購入時期を逃してしまったため 1.59  

⑩バス路線がどこを走っているかわかりにくいため 1.47  

③購入方法を知らなかったため 1.46  

⑨バス停が未整備であるため 1.35  

図 6.17 定期券を購入しなかった理由 
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図 6.18 「価格が高いため」に対する回答 

図 6.19 「ほかの交通手段のほうが便利であるため」に対する回答
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図 6.20 「もし、定期券を購入したらバス利用は増えると思いますか？」に対する回答 

今年度、定期券を購入していない人へ「今年定期券を購入しなかった理由は何ですか？」

という質問をその候補 1~1３に分けてそれぞれ聞いた。図 6.17 は１を「当てはまらない」、

５を「当てはまる」にして五段階評価したものを平均して、その値が高かったものから並べ

たものである。結果として理由の候補の多くで平均値が 3 以下となっていて「当てはまら

ない」と回答した人が多いことがわかる。その中でも比較的平均値が高くなった候補は、「ほ

かの交通手段のほうが便利だと感じるため」、「価格が高いため」であった。そこで比較的「あ

てはまる」が多くなった二つの候補に着目する。一つ目（図 6.18）の「価格が高いため」は

「あてはまらない」と「あてはまる」が二極化しているので、定期券の価格を下げたとして

も、新たに定期券を購入しようと思う人は限定的であるということがわかる。 二つ目（図

6.19）の「ほかの交通手段のほうが便利に感じるため」は「あてはまる」を選んでいる人が

多くなっている。つまり循環バスの魅力向上、利便性の向上を達成できれば、定期券の購入

促進につながるのではないだろうかと考えられる。 

図 6.20 は「もし、定期券を購入したら、現在よりもバスの利用頻度は増えると思います

か？」と聞いたと図で、「そう思う」と答えた人が最も多かった。また平均値も 3.4 となり

比較的高いといえる。そこで定期券の購入を促進し、定期券の販売枚数を増やすことができ

れば、それに伴い循環バスの利用頻度の向上につながると考える。  
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第７章  空間データ分析 

 

7.1  はじめに 

本章では、我々の提案する CBR の設置により、どの程度所要時間が短縮されるのかの推

定と、その効果を得られる人がどれだけいるのかという需要予測を行う。なお分析は、得ら

れる効果が最大となる、全てのバス停に駐輪場を設置したときと、費用的に現実的である、

駐輪場を設置するバス停を 5つに限定するときの 2 パターンを想定して行った。 

 

7.2  駐輪場を全てのバス停に設置した場合 

7.2.1  方法 

まず所要時間短縮効果の推定については、GIS（Geographic Information System、地理情

報システム）に含まれる OD コストマトリクス解析という機能を使用した。OD コストマ

トリクス解析とは、出発地（Origin）と到着地（Destination）を指定したうえで、あるネッ

トワークを使ってその 2 点間を移動するのにかかるコストを算出する分析のことである。

今回の分析では、解析する条件は以下のようにした。まず、出発地は、大学循環のバス停か

ら 1km 圏内の地域を 250m 四方のメッシュに分割し、その中心点とした。この結果、メッ

シュは 259 個作成された。またこれまでのアンケートやヒアリングによる調査により、大

学循環を利用する人の大半がつくばセンターを発着していると分かったので、到着地はつ

くばセンターとした。ここで、自転車は時速 10km、バスは時刻表通りに走ると仮定して、

各地点からつくばセンターまでを、ペデストリアン等の利用も含めた移動時間について、 

（自転車による所要時間）―（CBRによる所要時間） 

を算出し、出発地が含まれるメッシュと情報を紐づけたうえで、階級ごとに色を区別して

表示した。なお、CBR による所要時間には自転車からバスに乗り換える時間を含んでいな

いので、結果の吟味の際に割り引いて考える必要がある点に注意が必要である。 

続いて行った需要の推定については、モバイル空間統計[10]の 0 時人口を利用した。前述

の解析の結果、どの程度所要時間短縮効果があるかがメッシュごとに分かったので、そのメ

ッシュの中にいる人数を足しあわせていった。ここで昼間人口ではなく夜間人口を用いた

のは、我々の提案する CBR が想定する利用者は駐輪場の近くの住人であるからであって、

駐輪場のあるバス停付近に職場がある人ではないためである。 
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7.2.2  結果 

解析の結果を図示すると、図 7.1 のよう

になった。最も効果があったのは一ノ矢

学生宿舎以北で、15 分程度であった。そ

こから南にいくに従って効果は下がって

いき、第二エリア前バス停を境に効果は

10分を割り込むという結果になった。 

需要予測の結果を示すと図 7.2 のよう

になった。所要時間が一切変化しない人

が 8550 人いる一方で、10 分以上短縮さ

れるのが 9800 人、その中でも 15 分以上

短縮されるのが 2350 人という結果にな

った。 

 

7.2.3  考察 

CBR 導入による所要時間の短縮効果

は、つくばセンターから離れて大学北側

に行くほど強いという結果になった。こ

れは、一ノ矢学生宿舎前などのバス停ま

で自転車で行き、そこからはバスによっ

て移動するという経路が選択されること

により、総移動時間が短縮されやすいた

めだと考えられる。 

現状の大学循環バスは、平日の日中に

は 20 分間隔のダイヤが組まれているの

で、待ち時間の期待値は 10 分と

いうことになる。そこで短縮効果

が 10 分以上の地域に着目する

と、第二エリア前バス停以北と第

一・第三エリア付近が該当した。 

しかし一ノ矢学生宿舎付近で

は、つくばセンターまで移動する

には左・右回りのどちらに乗って

も所要時間に大差がないことか

ら、さらに効果の程度を割り引い

て考える必要がある。 

図 7.1  所要時間短縮効果（駐輪場は全バス停） 
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図 7.2  CBR需要予測（駐輪場は全バス停） 
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7.3  駐輪場を 5つのバス停のみに設置した場合 

7.3.1  方法 

同様の方法で、短縮効果の推定と需要予測

を行った。変更点があるのは、駐輪場を設置す

るバス停を、アンケートで設置希望度が高か

った平砂学生宿舎前・筑波大学西・松見池・天

久保三丁目の４つのバス停に加えて、上記の

検証で効果が大きかった一ノ矢学生宿舎の計

5 か所に限った点のみである。 

 

7.3.2  結果 

結果を示すと図 7.3 および 7.4 のようにな

った。効果が 15 分以上と、比較的大きい地域

は一ノ矢学生宿舎付近で維持されたほか、8分

以上の効果を得られる地域には、筑波大学西・

天久保三丁目バス停以北が該当した。その一

方で、それ以外の地域における効果は小さか

った。 

駐輪場の数を絞った場合の需要予測では、

所要時間が変わらない人が 16350 人である一

方で、10 分以上の効果がある人が 7000 人、

そのうち 15 分以上の効果がある人は 2350 人

という結果を得た。 

 

7.3.3  考察 

一ノ矢学生宿舎前に駐輪場を置くことによ

り、駐輪場数を抑えつつ効果が大き

い地域を維持することができた。そ

の一方で、アンケートに基づき設置

した駐輪場による恩恵は限定的で、

特に平砂学生宿舎前バス停付近で

はほとんど効果が見られなかった。 

駐輪場数を大幅に削減すること

により、10 分～15 分という中程度

の効果があった層が減少したこと

が課題であると言えよう。 

図 7.3  CBR効果検証（駐輪場は 5か所） 
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図 7.4  CBR需要予測（駐輪場は 5か所） 
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7.4  補足事項 

最終的に提案したのは駐輪場数が５か所の場合だったが、アンケートの設置希望度順で

は、つくばセンターを筆頭に、平砂学生宿舎前・筑波大学西・天久保三丁目、続いて松見池

となっていた。そこで本来の趣旨とは外れるつくばセンター以外の 4 つのバス停のみに駐

輪場を設置した場合の結果は図 7.5 のようになり、一ノ矢学生宿舎付近で見られた 15 分程

度の効果は得られなくなるという結果を得た。 

またこれまで計算した結果は、すべて自転車のみによる所要時間から CBRによる所要時

間を引いたものであった。念のため、比較対象を自転車ではなく、バス停までの徒歩移動＋

バス移動としたところ図 7.6 のようになり、バス停から離れるほど最大 16 分程度の効果が

あるという結果となった。これは、各地から最寄りのバス停まで徒歩で行っていたところ自

転車を使うようになったので、移動時間が短くなるという当然の結果を示すものと考えら

れる。 

 

  

図 7.6  CBR効果検証（駐輪場は 4か所） 図 7.6  バス＋徒歩と CBRの比較 
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第 8章 考察 

 

8.1 はじめに 

 本章では、演習内で行った調査から判明したことについて考察する。 

 

8.2 バス停へのアクセスについて 

 まず、アンケート調査の結果を用いて、ステップ 1 で自転車保有と乗車バス停の駐輪場

の有無、ステップ 2 ではステップ 1 にこれらの交互作用を変数として加えた階層的重回帰

分析の結果を紹介する。分析の結果、相互作用のみ有意となったため、バス停に駐輪場を設

置してバス停への自転車移動を可能にすると、通学の満足度が有意に向上することが判明

した（図 8.1）。 

 

図 8.1 階層的重回帰分析の結果 

 

次に、CBR の導入による定期券購入の促進について考察する。つくばセンターへの移動

について、自転車のみによる移動から CBR に切り替えた場合、10 分以上の時間短縮効果が

ある人はおよそ 7000 人である。このうちの半数が学生であると仮定すると、3500 人の学

生に効果があることが分かる。ここで、アンケート調査の結果によると、宅通を除いた人の

中で CBRの利用意向のある人は 71％であるため、時間短縮効果のある人が全員 CBRを利

用した場合、最大でおよそ 2500 人となる。この人たちが全員定期券を購入した場合、定期
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券の売り上げは今年度のおよそ 1.56 倍となる。したがって、CBR の利用を促進することは

もちろん、CBR を利用する人の定期券購入意欲を高めることもバス利用促進において重要

である。 

 

8.3  定期券の利用について 

 つくばセンターへの移動について、定期券を利用した場合と、センター周辺の駐輪場を利

用した場合や定期券なしでバスを利用した場合の金額面の比較を行う。定期券は年間 9500

円で、月 800 円ほどになる。これに対して、まず自転車では、つくばセンター周辺の駐輪場

の利用料金は 24時間で 150円であるため、月 6回以上の利用がある場合は定期券の方が得

になる。また、定期券なしでバスを利用した場合では、つくばセンターへの運賃は 280 円

となっているため、月に 2 回以上バスを往復利用する場合は定期券の方が得になる。これ

らの回数を上回るためには、つくばセンター周辺の魅力向上や TX との連携も必要となる。 

 また、アンケート調査の結果を用いて、定期券を購入しない理由 13項目について探索的

因子分析（最尤法・オブリミン回転）を行うと、利便性評価（快適性）、定期券認知度、不

便なイメージ、利便性評価（使いやすさ）の 4因子が抽出された（図 8.2）。ここで、このう

ち、定期券認知度、不便なイメージ、利便性評価（使いやすさ）の 3 因子については CBR

の有用性の啓発によって改善される可能性がある。 

 

図 8.2 探索的因子分析の結果 
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第 9章 提案 

9.1はじめに 

 本章では、ここまでの分析や考察を基に、バス利用促進策を提案する。 

9.2提案の詳細 

 我々3班として、バス利用促進策として以下の 2 つを提案する。 

①バス停付近に駐輪場を設置する 

 アンケート調査の結果 CBR の需要が高かった平砂学生宿舎前、筑波大学西、松美池、天

久保三丁目、および GIS による分析の結果移動時間短縮効果が高かった一ノ矢学生宿舎前

の計 5 か所のバス停に駐輪場を設置する（図 8.3）。これにより、CBR の実現・促進につな

がると考えられる。 

②定期券購入を促進する 

 具体的な方法としては、以下。 

・定期券購入者には Icycle（筑波大学の自転車管理システム）の ICタグを無料で交付する 

 →通常 2000 円かかる IC タグが無料になることで定期券購入の金銭的なインセンティブ

になる上に、バス利用者が自然と自転車も使うようになる。 

・定期券のお得さや CBRの利便性を宣伝する 

 →フレッシュマンセミナーの授業内で紹介してもらう、バス停に定期券の広告を出すな

どの方法で宣伝し、CBR を普及させ、つくばに来たばかりの 1 年生に学生生活のイメージ

を持ってもらい定期券のお得さに気づいてもらう。 

・TXとの連絡定期券を作る 

 →アンケートでは、バス利用の目的として「TX利用のため」というものが多かった。バ

スの定期券と TX の定期券や回数券をセットにするなどの施策で定期券購入やバス利用を

促進する。 

          

図 8.3 天久保三丁目バス停の写真に駐輪場を合成したイメージ図（宇都宮市[11]を加工） 
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第 10 章 今後の課題 

 

10.1 はじめに 

 本章では、今回の我々の提案に関する今後の課題について述べる。 

 

10.2 課題の詳細 

 我々の提案について、以下の 2つの課題が挙げられる。 

①今後のバス需要が不透明 

 今後の新型コロナウイルスの感染状況が読めず、大学の対面授業の割合も分からない。現

在のような対面授業が少ない状況が続けば、バス利用を十分に促進することは難しくなっ

てしまう。 

②移動時間短縮効果には限界がある 

 アンケートでは移動に関して最も重視される項目は移動時間とのことだったが、CBR で

も劇的に短縮されるわけではないため、バスにどれだけお金を払うのかは疑問が残る。 
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